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学 位 論 文 題 名 

マイクロナノパターン構造はヒト乳歯歯髄幹細胞の基礎的細胞挙動 

および石灰化基質形成に影響を与える 

 

キーワード（５つ）SHED ，微細構造 ，石灰化 ，高促進パターン ，低促

進パターン  

間葉系幹細胞は優秀な自己複製能や分化能を持つため，歯科領域においても

歯周組織の再生など盛んに研究が行われてきた．中でも歯髄幹細胞（DPSCs）お

よび乳歯歯髄幹細胞（SHED）は，脱落や便宜抜歯した歯牙から非侵襲的に採取

することができるため多くの研究がなされてきた．特に SHED は多くの研究が

行われているが，微細構造上での細胞挙動についてはまだあまり解明されてい

ない．本研究では SHED を分化誘導培地を用い，各種条件下でシクロオレフィ

ンポリマー（COP）フィルムに転写した高さ，幅の異なる微細構造上（グルーブ，

ホール，ピラー）で培養し SHEDの細胞挙動および変化について研究した．SHED

の各種マイクロ・ナノパターン上で骨系分化誘導培地にて培養した結果，パター

ンのサイズや形状により石灰化度は大きく異なり，高促進するパターンと低促



進するパターンが存在することが分かった．高促進パターンの代表例としては，

幅 0.5 µm/深さ 2 µm グルーブ，幅 1 µm/深さ 5 µm グルーブ，直径 0.5 µm/高さ

2 µm ピラー，直径 1 µm/高さ 5 µm ピラーであった．一方，低促進パターンの代

表例としては，平面，直径 100 nm/高さ 200 nm ピラー，幅 50 µm/深さ 5 µm グ

ルーブであった．グルーブやピラーの幅が小さいもので高促進になり，石灰化物

が細胞の間や細胞仮足の先端付近に米粒状やその凝集体として多量に存在した．

その場合，比較的石灰化物の凝集体が大きく発達したものが多く観察され，多く

の石灰化物はコラーゲン線維とともに存在していた．一方で，平面，直径 100nm

ピラー，大きいサイズのパターンと細胞にとって比較的平面に近い形状で低促

進になり，米粒状の石灰化物はやその凝集体の産生は少なかった．促進するパタ

ーンを用いることで，今後の再生医療に貢献できる可能性が示唆された． 

 

 


